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第
３
回
定
例
会
を
９
月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
開
催
し
ま
し

10

10

16

た
。
町
長
よ
り
平
成　

年
度
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
・
後
期

20

高
齢
者
医
療
・
老
人
保
健
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道
事
業
の
５

特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、　

年
度
一
般
会
計
及
び
５
特

21

別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
、　

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

18

町
長
行
政
報
告
や
専
決
処
分
の
承
認
及
び
、
住
民
か
ら
の
陳
情
や

要
望
が
８
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
に
対
す
る
総
括
質
問
は
６
人
、
行
政
の
問
題
点
に
対
す
る

一
般
質
問
は　

人
が
行
い
ま
し
た
。

11

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
慎

重
に
審
査
し
て
本
会
議
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
５
人
の
議
員
が
討

論
を
行
い
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

　

８
人
の
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
畑
中
由
喜
子
、
副
委
員

長
・
佐
野
司
郎
、
委
員
・
近
藤
昇
一
、
土
佐
洋
子
、
森　

勝
美
、

待
寺
真
司
、
笠
原
俊
一
、
加
藤　

清
）
を
設
置
し
、
９
月　

日
か

24

ら　

日
ま
で
関
係
部
課
長
な
ど
の
出
席
を
求
め
、
細
部
に
わ
た
り

30
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
が
事
業
目
的
に
沿
い
、
い
か
に
効
果
的
に

20

執
行
さ
れ
た
か
、
ま
た
運
営
の
改
善
が
な
さ
れ
た
か
、
行
政
努
力

の
効
果
が
発
揮
さ
れ
た
か
な
ど
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

定例会�

第3回�
9月�

町
民
の
税
金
ど
う
使
わ
れ
た
か

歳
出
決
算
総
額

億

万
円

161

1633

平成２０年度　各会計別決算状況

平
成　

年
度
決
算
を
認
定

20

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額予算現額区分
会計別

５億７，５５９万４，７２４円８７億４，５８５万６，３４１円９３億２，１４５万１，０６５円９７億５，８７０万３，０００円一 般 会 計

１億８，３３１万９，０２１円３２億４，８９３万４，８０５円３４億３，２２５万３，８２６円３４億１，３２３万６，０００円国民健康保険

特
別
会
計

１，１０２万７，９３７円５億９，８２８万２，０１３円６億　９３０万９，９５０円６億３，５２１万１，０００円後期高齢者医療

２，７２２万６，０４５円２億４，３８４万７，３３３円２億７，１０７万３，３７８円２億５，２０２万６，０００円老人保健医療

６，９３２万３，２２０円２０億５，６７４万４，５０５円２１億２，６０６万７，７２５円２１億６，０１６万５，０００円介 護 保 険

６，７８３万９，５３２円１２億２，２６６万７，２１７円１２億９，０５０万６，７４９円１４億２，００３万９，０００円下水道事業

３億５，８７３万５，７５５円７３億７，０４７万５，８７３円７７億２，９２１万１，６２８円７８億８，０６７万７，０００円小 計

９億３，４３３万　４７９円１６１億１，６３３万２，２１４円１７０億５，０６６万２，６９３円１７６億３，９３８万　　　円合 計
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葉桜緑地崩落工事現場葉桜緑地崩落工事現場

決算特別委員会審査

事業ごとに審査しました（主な事業）

どんな　成成成成成成成成成成成成成果果果果果果果果果果果果果　があったか

緑
地
管
理
事
業

（
５
０
４
０
万
２
千
円
）

＊
葉
桜
緑
地
崩
落
対
策
工
事

＊
葉
桜
緑
地
土
留
工
事

＊
イ
ト
ー
ピ
ア
緑
地
法
面
対

策
工
事
等

鳥
獣
保
護
管
理
対
策
事
業

（　

万
８
千
円
）

３６０

＊
捕
獲
件
数
（
ア
ラ
イ
グ
マ

　

頭
、
タ
イ
ワ
ン
リ
ス　

１４９

８８９

頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン　

頭
）

１７

い
け
が
き
設
置
奨
励
補
助

事
業 　
　
 （
５
万
１
千
円
）

＊
い
け
が
き
設
置
奨
励
補
助

金
１
件

公
園
用
地
取
得
事
業

（
４
０
０
０
万
円
）

＊
主
馬
寮
跡
地
を
公
園
用
地

と
し
て
取
得

道
路
新
設
改
良
事
業

（
２
３
３
５
万
８
千
円
）

＊
下
山
口
上
山
口
線
用
地
取
得

下
水
道
整
備
事
業

（
２
億
５
５
１
２
万
４
千
円
）

＊
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

委
託
等

焼
却
灰
等
運
搬
処
分
事
業

（
２
億
１
４
１
１
万
７
千
円
）

＊
植
木
剪
定
枝
運
搬
処
分
委

託
等

図
書
館
運
営
費

（
２
３
２
０
万
８
千
円
）

＊
耐
震
診
断
業
務
委
託
等

教
育
委
員
会
事
務
局
管
理

事
業 　
　
 （　

万
２
千
円
）

２１６

＊
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
設
置
・
各
小

中
学
校
、
南
郷
上
ノ
山
公

園
、
し
お
さ
い
公
園
、
図

書
館
、
教
育
委
員
会

教
育
総
合
プ
ラ
ン
推
進
懇

談
会
運
営
事
業

（　

万
５
千
円
）

３８

＊
葉
山
町
教
育
総
合
プ
ラ
ン

推
進
懇
談
会
の
設
置
等

幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

（
３
５
０
６
万
４
千
円
）

＊
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
の
増
額

長
柄
桜
山
古
墳
群
調
査
整

備
事
業 　
 （　

万
７
千
円
）

５１６

＊
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務

委
託

＊
長
柄
桜
山
古
墳
群
発
掘
作

業
業
務
委
託
等

町
民
い
こ
い
の
家
等
維
持

管
理
事
業　
　
　
　
　

（　

万
２
千
円
）

２９３

＊
一
色
町
民
い
こ
い
の
家
ペ

ン
キ
塗
り
替
え

＊
一
色
町
民
い
こ
い
の
家
冷

房
設
備
工
事
等

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

委
託
事
業　
　
（　

万
円
）

１５

＊
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を

支
援

障
害
者
自
立
支
援
事
業

（
１
億
９
４
５
３
万
円
）

＊
障
害
福
祉
計
画
策
定
事
業
等

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
事
業

（　

万
４
千
円
）

２７４

＊
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
分
）策
定
調
査
委
託
等

町
営
住
宅
維
持
管
理
事
業

（　

万
円
３
千
円
）

８５

＊
平
松
住
宅
火
災
報
知
器
設

置
等

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
準
備
事
業

（
４
４
５
２
万
３
千
円
）

＊
指
定
管
理
者
選
考
委
貝
会

の
設
置
、耐
震
改
修
工
事
、

監
理
業
務
委
託

健
康
増
進
事
業

（
１
９
８
２
万
１
千
円
）

＊
法
律
改
正
等
に
よ
り
、
健

康
づ
く
り
事
業
、
成
人
保

健
事
業
、
健
康
診
査
事
業

を
統
合
し
町
民
の
健
康
保

持
を
図
る

後
期
高
齢
者
健
診
事
業

（　

万
円
）

３９６

＊　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

７５し
基
本
健
診
を
実
施
す
る

消
防
車
両
整
備
事
業

（
２
０
１
６
万
８
千
円
）

＊
消
防
ポ
ン
プ
車
、
消
防
積

載
車
の
購
入

小
学
校
耐
震
整
備
事
業

（　

万
３
千
円
）

８０４

＊
長
柄
小
校
舎
耐
震
補
強
工

事
実
施
設
計
業
務
委
託

中
学
校
耐
震
整
備
事
業

（　

万
１
千
円
）

８００

＊
南
郷
中
校
舎
耐
震
診
断
業

務
委
託

防
災
対
策
事
務
運
営
事
業

（　

万
６
千
円
）

３２１

＊
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
発
信

＊
衛
星
電
話
機
購
入

防
災
資
機
材
備
蓄
食
糧
整

備
事
業 　
　
　
 （　

万
円
）

５８９

＊
移
動
式
炊
飯
器
の
購
入
等

町
民
相
談
事
業

（
１
５
８
８
万
円
）

＊
木
の
下
会
館
外
壁
塗
装
、

補
修
工
事

＊
木
古
庭
会
館
駐
車
場
新
設

工
事
等

町
Ｐ
Ｒ
事
業（　

万
７
千
円
）

５８０

＊
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継

＊
携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
等
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こ
ん
な
点
が
気
が
か
り

こ
ん
な
点
が
気
が
か
り�
決
算
審
議
総
括
質
問

決
算
審
議
総
括
質
問�
決
算
審
議
総
括
質
問�

こ
ん
な
点
が
気
が
か
り�

質
問
者
の
提
出
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す�

９
月　

日
・　

両
日
に

１７

１８

　

年
度
決
算
に
対
し
総

２０括
質
問
を
６
人
の
議
員

が
行
い
ま
し
た
。

�問　

地
域
手
当
に
関
し
て
、

町
は
国
の
指
針
６
％
に
対
し

　

％
支
給
し
て
い
る
が
、
こ

１０の
た
め
国
か
ら
特
別
交
付
税

を
減
額
さ
れ
た
。
平
成　

年
１８

度
以
降
３
ヵ
年
間
の
地
域
手

当
の
超
過
支
給
に
伴
う
当
町

へ
の
特
別
交
付
税
の
減
額
総

額
は
。

町
長　

正
確
な
金
額
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。

問　

地
域
手
当
の
国
の
指
針

６
％
と
町
の
支
給
率　

％
と

１０

の
差
額
と
、
今
後
こ
れ
を
是

正
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。

町
長　

平
成　

年
度
で
は
差

２０

額
は
約
５
千
万
円
。
地
域
手

当
も
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

守
屋　

亘
弘

（
い
き
い
き
葉
山
の
会
）

に
対
応
を
明
確
に
し
た
い
。

問　
　

年
度
決
算
で
一
般
会

２０

計
・
特
別
会
計
合
計
の
人
件

費
総
額
と
、
正
規
職
員
１
人

当
た
り
の
年
収
額
は
。

町
長　

職
員
給
与
費
総
額
は

約　

億
２
千
５
百
万
円
。
職

２９
員
１
人
当
た
り
の
年
収
額
は

　

万
７
千
円
。

７２２問　

代
表
監
査
委
員
の
町
財

政
状
況
に
関
す
る
認
識
は
。

代
表
監
査
委
員　

町
財
政
は

大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況
だ
。

�問　
　

年
度
作
成
の
総
合
計

２０

画
実
施
計
画
は
町
民
会
議
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
の
か
。

町
長　

現
在
の
総
合
計
画
は
、

議
会
及
び
葉
山
ま
ち
づ
く
り

町
民
会
議
の
意
見
や
提
言
を

反
映
し
た
。
例
え
ば
、
ド
ッ

グ
ヤ
ー
ド
の
設
置
、
公
衆
ト

イ
レ
の
整
備
、
相
談
コ
ー
ナ

笠
原　

俊
一

（
尚
政
会
）

ー
の
設
置
、
団
塊
の
世
代
の

地
域
参
加
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
公
開
等
を
実
現
し
た
。

問　
　

年
６
月
公
募
の
町
民

２０

会
議
か
ら
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
事
業
は
つ
じ
つ
ま
が
合

わ
な
い
。不
明
な
点
が
多
く
、

各
種
の
提
言
は
回
答
が
な

い
。
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
た
の
は
残
念
、
町

民
に
押
し
つ
け
る
こ
と
を
先

行
し
て
い
る
現
状
は
異
常
と

言
え
る
」
と
報
告
書
が
あ
り

約
１
年
で
解
散
を
し
た
。
森

町
政
の
住
民
と
協
働
と
い
う

姿
勢
に
疑
問
を
感
じ
る
。

町
長　

町
民
会
議
の
提
言
・

提
案
の
生
か
せ
る
も
の
は
即

生
か
す
。
前
任
者
か
ら
の
組

織
を
拡
大
し
、
多
く
の
御
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
参
加
の

方
々
に
改
め
て
感
謝
す
る
。

�問　

景
観
計
画
の
現
状
は
。

町
長　

町
民
が
研
究
調
査
し
、

条
例
改
定
ま
で
つ
な
げ
た
い
。

問　

調
査
団
の
位
置
づ
け
は
。

都
市
経
済
部
長　
「
地
域
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
と

し
て
意
見
を
い
た
だ
く
。

問　

高
齢
者
住
宅
改
修
補
助
は
、

耐
震
補
強
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
と
両
方
使
え
る
か
。

都
市
経
済
部
長　

住
宅
リ
フ

阿
部　

勝
雄

（
日
本
共
産
党
）

ォ
ー
ム
の
規
則
は
他
の
補
助

を
受
け
た
も
の
は
だ
め
だ
。

問　

町
の
規
則
だ
。
変
え
る

こ
と
で
不
都
合
が
あ
る
か
。

町
長　

規
則
や
条
例
等
の
改

定
で
使
い
や
す
く
な
る
な
ら

検
討
し
て
み
た
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
協
会
は
大

き
な
役
割
を
果
し
た
。
こ
の

活
動
を
ど
う
継
承
す
る
の
か
。

町
長　

サ
ポ
ー
ト
体
制
と
場

所
づ
く
り
、
貴
重
な
資
料
、

成
果
を
保
管
し
、
活
用
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問　

葉
山
の
国
保
料
は
、
逗

子
市
、
鎌
倉
市
と
比
べ
て
１

万
円
以
上
も
高
い
。
引
下
げ

る
た
め
一
般
会
計
繰
入
れ
を
。

町
長　

国
保
は
独
立
し
た
事

業
運
営
を
し
て
い
る
。

�問　

人
件
費
の
構
成
比
は
。

町
長　
　

・
８
％
。　

年
度

３１

２２

は
削
減
の
方
向
で
検
討
す
る
。

問　

ま
ち
づ
く
り
協
会
へ
の

対
応
に
、
施
政
方
針
と
の
ず

れ
を
感
じ
る
が
。

町
長　

施
政
方
針
作
成
後
に

財
政
事
情
に
よ
り
変
更
。

問　

歳
入
増
の
た
め
、
不
能

欠
損
と
収
入
未
済
の
解
決
は
。

町
長　

徴
収
の
効
果
は
上
昇
。

問　

経
常
収
支
比
率
の
硬
直

化
に
つ
い
て
。

町
長　

非
常
に
大
き
な
問
題
。

問　

町
債
の
上
限
に
つ
い
て
。

町
長　

現
在
の　

億
円
。

１５６

問　

町
長
の
独
断
で
ご
み
の

広
域
処
理
か
ら
離
脱
し
裁
判

に
な
っ
た
と
判
断
す
る
が
。

町
長　

多
く
の
人
の
意
見
に

耳
を
傾
け
る
べ
き
で
は
あ
る

が
、こ
の
よ
う
対
応
を
し
た
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
。

保
険
福
祉
部
長　

当
町
に
と

っ
て
は
有
益
な
制
度
で
あ
る
。

問　

下
水
道
事
業
と
町
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
性
が

金
崎
ひ
さ

（
新
葉
ク
ラ
ブ
）

熱心な議論がされたまちづくり協会熱心な議論がされたまちづくり協会

葉山から富士を眺める葉山から富士を眺める
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全
く
見
え
な
い
が
。

町
長　
　

年
度
は
公
共
下
水

２０

道
を
進
め
て
い
る
段
階
だ
。

�問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
副
町

長
を
置
か
な
い
と
し
た
が
、

こ
の
間
の
全
体
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　

人
件
費
分
、
財
政
上

は
プ
ラ
ス
だ
が
、
特
に
部
長

級
の
人
た
ち
に
大
変
な
重
責

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。

問　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進

捗
状
況
は
。

町
長　

継
続
的
に
推
進
し
て

き
て
、
そ
の
結
果
を
行
政
改

革
懇
談
会
に
報
告
し
、
ご
意

畑
中
由
喜
子

（
い
き
い
き
葉
山
の
会
）

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

行
政
評
価
研
究
経
過
は
。

町
長　

職
員
研
究
会
で
行
政

評
価
の
必
要
性
、
予
算
編
成

と
評
価
の
連
動
等
、
評
価
の

あ
り
方
等
の
研
究
を
行
っ
た
。

問　

日
本
下
水
道
事
業
団
の

事
情
で
委
託
金
額
の
ほ
と
ん

ど
を　

年
度
に
繰
越
明
許
し

２１

た
の
は
、
葉
山
町
契
約
規
則

第　

条
の
損
害
賠
償
を
求
め

４２
る
ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

責
任
を
問
え
な
い
よ
う
な
片

務
協
定
は
改
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

経
過
等
も
含
め
て
内

容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�問　

予
算
執
行
を
終
え
て
葉

山
町
の
財
政
状
況
を
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
た
の
か
。

町
長　

厳
し
い
行
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。

問　

葉
山
町
の
経
常
収
支
比

率　

・
８
％
を
ど
う
見
る
か
。

９９
町
長　

町
税
収
入
は
増
加
し

た
が
交
付
税
が
不
交
付
で
、

譲
与
税
や
交
付
金
な
ど
が
減

少
し
、
新
た
に
歳
出
で
下
水

近
藤　

昇
一

（
日
本
共
産
党
）

道
事
業
の
分
流
式
下
水
道
等

の
経
費
を
算
入
す
る
こ
と
で
、

計
算
上
比
率
が
上
が
っ
た
。

問　

経
常
収
支
比
率
に
算
入

す
る
金
額
が
年
々
変
わ
る
よ

う
な
ら
指
標
に
は
な
ら
な
い
。

財
政
が
厳
し
い
と
い
う
の
な

ら
、
具
体
的
な
説
明
を
す
べ

き
だ
。

総
務
部
長　

全
体
を
見
直
し

経
常
収
支
比
率
を
下
げ
る
努

力
を
す
る
。

問　

総
合
計
画
に
財
政
計
画

を
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。

町
長　

他
市
の
例
な
ど
、
よ

く
研
究
し
た
い
と
思
う
。

問　

ご
み
処
理
経
費
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長　

契
約
方
法
等
を
見
直

し
、
経
費
削
減
に
努
め
る
。

きれいになった森戸川きれいになった森戸川

生ごみ処理はキエーロで生ごみ処理はキエーロで

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で

１０

２４

３０

関
係
部
課
長
な
ど
の
出
席
を

求
め
、
細
部
に
わ
た
り
審
査

を
行
い
、　

月
５
日
に
町
長
・

１０

教
育
長
に
対
し　

項
目
の
質

１２

問
を
し
、
委
員
会
の
意
思
決

定
を
行
い
ま
し
た
。

 　
 
町
長
質
問
事
項 　
 

１　

都
市
計
画
税
の
充
当
事

業
の
財
源
と
し
て
、一
般

財
源
は
ど
の
程
度
の
金

額
が
妥
当
と
考
え
る
か
。

２　

防
災
担
当
を
早
急
に
町

部
局
に
移
行
す
る
考
え

は
。

３　

公
約
及
び
本
会
議
で
の

答
弁
内
容
が
何
故
総
合

計
画
実
施
計
画
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

４　

補
助
金
の
見
直
し
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

５　

く
れ
竹
の
郷
葉
山
推
進

事
業
と
生
涯
学
習
課
の

ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業

と
を
一
本
化
し
て
は
ど

う
か
。

６　

国
民
健
康
保
険
料
設
定

に
お
け
る
基
本
的
考
え

方
。

７　

下
水
道
事
業
団
へ
の
全

面
委
託
か
ら
脱
却
し
、

専
門
職
の
雇
用
も
含

め
、
自
立
し
た
工
事
等

発
注
が
必
要
と
思
う
が
。

 　
 
教
育
長
質
問
事
項 　
 

１　

高
校
奨
学
金
の
今
後
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
。

２　

余
裕
（
空
）
教
室
に
つ

い
て
。

３　

学
校
教
育
（
児
童
・
生

徒
）
関
連
補
助
金
に
つ

い
て
の
考
え
方
。

ジュニアヨットスクールの様子ジュニアヨットスクールの様子

４　

く
れ
竹
の
郷
葉
山
推
進

事
業
と
生
涯
学
習
課
の

ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業

と
を
一
本
化
し
て
は
ど

う
か
。

５　

ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
の
あ

り
方
に
つ
い
て
。

　
質　

疑　

問　

都
市
計
画
税
の
充
当
事

業
に
、
一
般
財
源
か
ら
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　

下
水
道
事
業
の
今
後

の
計
画
並
び
に
財
政
状
況
を

踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

問　

実
施
計
画
が
あ
る
の

で
、
財
政
の
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。

町
長　
　

年
度
と
同
程
度
の

２０

１
億
２
千
か
ら
３
千
万
の
繰

り
入
れ
が
必
要
だ
と
思
う
。

問　
　

年
度
の
剰
余
金
を
公

２０

共
公
益
施
設
整
備
基
金
に
積

み
増
し
た
が
、
下
水
道
事
業

は
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
方
針

な
の
か
。

町
長　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　

防
災
担
当
を
町
部
局
に
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移
行
す
る
よ
う
、
前
町
長
時

代
か
ら
言
い
続
け
て
い
る
。

一
体
い
つ
や
る
の
か
。

町
長　

行
政
組
織
の
見
直
し

な
ど
勘
案
し
つ
つ
、
し
ば
ら

く
は
消
防
の
広
域
化
の
経
過

を
待
ち
た
い
。
町
長
部
局
に

置
く
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

公
約
や
本
会
議
で
の
答

弁
が
、
総
合
計
画
の
実
施
計

画
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

前
回
の
計
画
の
焼
き
直
し
に

過
ぎ
な
い
。

町
長　
　

年
３
月
の
折
り
返

２２

し
時
点
で
、
公
約
の
精
査
を

し
、
内
容
を
網
羅
さ
せ
る
。

問　

追
補
版
で
は
な
く
、
抜

本
的
に
改
定
す
べ
き
だ
。

町
長　

提
言
と
し
て
受
け
止

め
る
。

問　

総
合
計
画
審
議
会
に
は

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
。

町
長　

審
議
会
と
は
関
係
な

く
進
め
て
い
く
。

問　

補
助
金
の
見
直
し
の
方

針
が
、　

年
度
当
初
予
算
に

２１

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
教
育

部
局
と
の
整
合
性
が
取
れ
て

い
な
い
と
感
じ
る
が
。

町
長　

意
識
的
に
教
育
委
員

会
に
厳
し
く
、
町
長
部
局
に

甘
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

全
く
心
外
で
論
外
だ
。

問　

く
れ
竹
の
郷
葉
山
推
進

事
業
と
生
涯
学
習
課
の
ま
ち

づ
く
り
関
連
事
業
と
を
一
本

化
し
、
機
構
の
見
直
し
も
含

め
て
検
討
を
求
め
る
。

町
長　

一
つ
の
方
向
性
と
し

て
大
事
な
視
点
で
あ
る
。

教
育
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

は
、
ス
ケ
ー
ル
も
組
織
形
態

も
違
う
の
で
整
理
し
て
、
中

長
期
的
に
目
指
し
て
い
く
。

問　

国
民
健
康
保
険
事
業
に

福
祉
の
考
え
方
が
全
く
欠
落

し
て
い
る
。
保
険
料
の
設
定

に
し
て
も
福
祉
の
考
え
方
で

対
応
す
る
べ
き
だ
。

町
長　

福
祉
的
な
視
点
は
大

事
だ
。
医
療
費
の
負
担
が
少

な
く
な
る
よ
う
な
努
力
も
必

要
だ
が
、
保
険
料
の
賦
課
方

式
や
、
一
般
会
計
の
繰
入
額

も
精
査
し
慎
重
に
考
え
る
。

問　

引
き
下
げ
の
姿
勢
が
必

要
だ
。
町
長
の
判
断
を
。

町
長　

町
全
体
の
財
政
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
て
考
え
る
。

問　

徴
収
率
の
目
標
を
高
め

に
設
定
し
、
そ
の
不
足
分
を

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
て
は
。

町
長　

検
討
す
る
。

問　

下
水
道
事
業
団
へ
の
全

面
委
託
で
は
な
く
、
専
門
職

の
雇
用
な
ど
自
立
し
た
工
事

等
発
注
を
行
う
べ
き
だ
。

町
長　

自
治
体
の
多
く
が
技

術
職
員
の
増
員
を
避
け
、
委

託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
妥

当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
長
も
職
員
も
、
も
っ

と
危
機
感
を
持
つ
べ
き
だ
。

町
長　

繰
越
明
許
の
発
生
に

関
し
て
は
、
厳
重
に
申
し
入

れ
を
行
い
県
が
対
応
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
危
機
感

を
持
っ
て
任
に
当
た
る
。

問　

高
校
奨
学
金
の
今
後
の

事
業
展
開
は
ど
う
な
る
。

教
育
長　

限
ら
れ
た
枠
の
中

で
の
支
給
だ
が
、
志
の
あ
る

生
徒
に
対
し
て
出
来
る
だ
け

支
援
体
制
を
整
え
た
い
。

問　

教
育
費
は
忠
実
に
削
っ

て
い
る
。
新
た
な
教
育
長
と

し
て
頑
張
り
ど
こ
ろ
だ
が
。

教
育
長　

基
本
的
に
は
教
育

は
聖
域
と
考
え
る
が
、
中
期

財
政
計
画
な
ど
を
見
て
も
、

主
観
的
な
願
望
が
客
観
的
な

成
果
に
結
び
つ
か
な
い
。

問　

余
裕
教
室
に
つ
い
て
は

新
た
な
検
討
を
始
め
る
べ
き

だ
。
町
部
局
と
の
連
携
を
。

教
育
長　

耐
震
工
事
の
必
要

性
な
ど
、
財
政
の
こ
と
も
含

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
研

究
・
検
討
を
進
め
る
。

問　

青
少
年
会
館
の
現
状
を

見
て
、
余
裕
教
室
を
作
り
出

す
努
力
を
す
る
べ
き
だ
。

教
育
長　

青
少
年
会
館
・
各

児
童
館
の
現
地
調
査
を
す
る
。

問　

ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
事
業

に
関
し
て
は
、
町
の
基
本
姿

勢
を
き
っ
ち
り
と
固
め
た
上

で
、
協
会
と
話
し
合
っ
て
欲

し
い
。
基
本
は
競
技
人
口
を

増
や
す
こ
と
だ
。

教
育
長　

ト
ッ
プ
選
手
を
育

　
指　

摘　

１　

独
立
し
た
機
関
と
し

て
、
監
査
で
の
指
摘
内

容
は
具
体
的
に
表
記
す

る
こ
と
。

２　

新
規
事
業
及
び
そ
れ
に

準
ず
る
事
業
は
、
決
算

付
属
説
明
書
に
必
ず
実

績
を
明
記
す
る
こ
と
。

３　

広
報
等
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

は
配
布
も
れ
が
な
い
よ

う
、
業
者
に
厳
し
く
指

導
す
る
こ
と
。

４　

低
入
札
価
格
調
査
制
度

活
用
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
将
来
的
に
は

最
低
制
限
価
格
制
度
を

研
究
・
検
討
す
る
こ
と
。

５　

景
観
計
画
策
定
ま
で
の

工
程
を
明
確
に
す
る
こ

と
。

６　

予
算
・
決
算
付
属
説
明

書
の
表
記
内
容
は
、
対

比
で
き
る
よ
う
統
一
す

る
こ
と
。

７　

放
課
後
児
童
対
策
と
し

て
、
余
裕
（
空
）
教
室

を
活
用
す
る
こ
と
へ
の

結
論
を
だ
す
こ
と
。

　
要　

望　

１　

所
得
階
層
別
滞
納
状
況

等
が
十
分
把
握
で
き
る

資
料
を
作
成
す
る
こ
と
。

２　

補
助
対
象
団
体
へ
の
監

査
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

３　

不
祥
事
案
件
を
教
訓
と

し
て
、
職
員
の
管
理
等

体
制
の
面
か
ら
も
見
直

し
を
行
う
こ
と
。

４　

青
少
年
会
館
の
老
朽
化

に
伴
い
、
移
設
も
含
め

た
今
後
の
見
通
し
等
早

急
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

５　

葉
山
灯
台
の
必
要
性
の

調
査
を
早
急
に
行
う
こ

と
。

６　

消
防
の
広
域
化
計
画
の

進
展
に
か
か
わ
ら
ず
、

防
災
担
当
を
早
急
に
町

部
局
に
移
行
す
る
こ
と
。

て
る
こ
と
も
底
辺
の
拡
大
に

つ
な
が
る
が
、
そ
の
方
法
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
だ
。

問　

継
続
性
が
必
要
な
当
該

事
業
は
、
補
助
金
の
減
額
の

見
直
し
基
準
に
は
当
た
ら
な

い
と
思
う
が
。

教
育
長　

予
算
規
模
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
、
継
続
性
が
保

障
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。

町の防災拠点 消防司令室町の防災拠点　消防司令室
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平成２０年度の決算審議結果

賛成多数により

認定
決算審議に要した日数　６日間

◎一般会計
・一般会計及び特別会計の決算集計にあたり訂正報告があり、
また、職員の不祥事もあり、町長以下しっかりとした職務
に対する引き締めを行うべきである。
・職員研修事業について、国際姉妹都市派遣研修に旅費以外
に支度金が支出されており、即刻廃止すべきである。
・町民会議が３２回開催されたが意見が何も反映されず、総括
することが重要である。
・放課後児童健全育成事業は、多くの児童が施設の利用をし
ている中で、老朽化に対する対策は早急に検討しなければ
いけない課題である。
・健康増進施設利用券交付は町民の健康増進に有効である。
・ヨットスクール事業はヨットの普及を図り、継続的な事業
展開を望む。
・予算・決算付属説明書の表記内容は対比できるよう統一す
ること。
・経常収支比率が昨年度の９５．２％から９９．８％と、４．６ポイン
ト上昇し、財政の硬直化が進行しているので、今後に向け
た対応を強く望む。
・電子入札システムの導入により大型公共工事の入札差金が
大きく増え、歳出抑制も相まって、回復基調が数字上にも
あらわれ、堅実な財政運営がされている。
・子育て支援センター「ぽけっと」の開設を評価する。
・教育環境の整備では、さらにハード面での安全対策が着実
に進んでいると評価する。
・宙に浮いてしまっている景観計画について、スピーディな
対応を図るべきである。
・ごみ処理の廃プラスチックを約２，３００万円削減したことを
評価する。
・旧大蔵省跡地「主馬寮公園」の整備工事が当該年度に行わ
れたことを評価する。
・委託金・補助金の厳格な見直しに必ず取り組むべきである。
◎国民健康保険特別会計
・保健料の収入未済額が５億円を超えており、収入未済額の
削減の努力を望む。
・実質収支額が前年度より約９，２００万円の大幅な改善をした。

賛成討論
土佐　洋子
伊藤　友子
待寺　真司

◎国民健康保険特別会計

・福祉制度として、国に対して補助制度の見直しを求めると

ともに、自治体としても助成を強めていくことが必要である。

・収入未済額が５億１，１００万円に達し、とても容認できない。

◎後期高齢者医療特別会計

・直ちに廃止し、町として政府や県、広域連合への廃止の意

見を強めていくことを要求する。

・７５歳以上の方々すべてに限って、このような医療制度を採

用するということ自体容認できないシステムである。

◎老人保健医療特別会計

・後期高齢者医療制度そのものを認めない立場から、この変

更を認めるわけにはいかないとし、決算案に反対する。

◎下水道特別会計

・下水道事業団との工事委託協定について　今後事業団任せ

でない体制について、早急に検討を進めることが必要である。

・環境面や市街化調整区域への手だてを急ぐ必要性を強調し

たい。

・一般会計から約７億８，０００万円も繰り出しをし、存続をし

なければならないのか、このような特別会計に賛成できる

のかと、これは極めて不可能である。

近藤　昇一
守屋　亘弘反対討論

各会計別決算の結果
◎一般会計 …………………………………全員賛成
◎国民健康保険 ……………… 賛成１２人・反対４人
◎老人保健医療特別会計 …… 賛成１２人・反対４人
◎介護保険特別会計 ………………………全員賛成
◎下水道事業特別会計 ……… 賛成１２人・反対４人
◎後期高齢者医療特別会計 … 賛成１２人・反対４人

※議長は採決に加わっておりません。
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�問　

政
権
交
代
で
国
の
補
助
金

に
変
更
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

緊
急
雇
用
対
策
８

２
０
０
万
円
は
内
示
を
受
け
て

い
る
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

問　

金
額
に
あ
わ
せ
た
計
画

か
、
計
画
に
見
合
う
金
額
か
。

総
務
部
長　

金
額
が
先
で
す
。

問　

補
助
率
は
。

総
務
部
長　
　

％
だ
。

１００

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
期

間
が
短
い
の
で
は
。

都
市
経
済
部
長　

年
末
年
始
に

合
わ
せ
た
。

平
成　

年
度

２１

補
正
予
算
質
疑

問　

商
品
券
だ
け
で
な
い
施
策

は
。

町
長　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
も

使
い
、
学
校
施
設
整
備
な
ど
、

地
元
で
対
応
し
た
い
。

問　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
モ

デ
ル
地
区
と
は
。

都
市
経
済
部
長　

３
町
内
会

で
、
生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン
ポ

ス
ト
、
資
源
回
収
拠
点
等
を
試

行
す
る
。

問　

緊
急
雇
用
対
策
で
ゴ
ミ
の

分
別
な
ど
に
配
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

生
活
環
境
部
長　

対
象
事
業
の

可
能
性
が
あ
り
検
討
す
る
。

問　

ご
み
に
３
人
配
置
よ
り
も

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
に
ま

わ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

待
機
児
童
解
消
は
重

要
。
検
討
す
る
。

問　
「
ト
ン
ト
ン
」の
場
所
決
定

ま
で
の
経
緯
は
。

保
健
福
祉
部
長　

公
共
施
設
の

集
中
す
る
と
こ
ろ
が
よ
い
と
判

断
し
た
。

問　

他
に
複
合
施
設
と
し
て
の

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

複
合
も
考
え

た
が
、
こ
の
場
所
を
最
適
と
考

え
た
。

問　
「
は
ば
た
き
」と
対
応
が
違

う
。
同
レ
ベ
ル
で
や
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　

今
後
の
課
題
だ
。

問　

８
千
万
円
積
立
て
る
公
共

公
益
施
設
整
備
基
金
の
当
面
の

計
画
は
。

総
務
部
長　

当
面
、
具
体
的
事

業
は
な
い
。

問　

繰
越
金
６
億
円
弱
、
予
算

で
は
「
足
り
な
い
、
削
れ
」
と

い
う
が
。

町
長　

当
初
に
は
想
定
で
き
な

い
。

問　

国
保
に
嘱
託
徴
収
員
２
人

増
で
徴
収
率
ア
ッ
プ
は
。

保
健
福
祉
部
長　

２
〜
３
％
ア

ッ
プ
し
た
い
。

一般会計　（補正額　５８７，８２２）

８，０１３
９，３１０
１７，４３０
３６，４７０
７２，２８５
３１，８６４
１１，２４２
１４，４８４
２０，０００
３６５，５２６

２５０，０００
８０，０００
２２，９７０
１４，４８４
２２，６２０
１，０７６
１８，０００
３６，４７０
９，３１０
３４，８６４
１２，５００
６，６９４

△３０，０００
１８，９８２
３４，８３０

〈歳入〉　主なもの
・普通交付税
・女性特有のがん検診事業費補助金
・小・中学校補助金
・子育て応援特別手当交付金
・地域活性化・経済危機対策臨時交付金
・公共施設省エネ・グリーン化推進事業補助金
・緊急雇用創出事業臨時特例基金市町村補助金
・参議院神奈川県選出議員補欠選挙委託金
・老人保健医療特別会計繰入金
・前年度剰余金
〈歳出〉　主なもの
・財政調整基金積立金
・公共公益施設整備基金積立金
・庁舎維持管理事業
・参議院神奈川県選出議員補欠選挙費
・国民健康保険特別会計繰出金
・介護保険特別会計繰出金
・地域福祉基盤整備事業
・子育て応援特別手当支給事業
・女性特有のがん検診推進事業
・地球温暖化対策事業
・プレミアム商品券発行事業補助金
・緊急雇用創出事業
・下水道事業特別会計繰出金
・消防車両整備事業
・各学校ＩＣＴ環境（デジタルテレビ、コンピュータ等）整備等

国民健康保険特別会計　（補正額　１６１，６７９）

△１００，０００
△２，８８２
２，８８２
２２，６２０
８０，０００
１５８，３１９

１４０，０００

〈歳入〉　主なもの
・医療給付費現年度分
・介護納付金現年度分
・介護従事者処遇改善臨時特例交付金　
・一般会計繰入金
・国民健康保険事業運営基金繰入金
・前年度剰余金
〈歳出〉　主なもの
・国民健康保険事業運営基金積立金

後期高齢者医療特別会計　　（補正額　１０，９４４）

１０，９２７

１０，９２７

〈歳入〉　主なもの
・前年度剰余金
〈歳出〉　主なもの
・後期高齢者医療広域連合納付金

老人保健医療特別会計　（補正額　２６，４１２）

２６，２２６

２０，０００

〈歳入〉　主なもの
・前年度剰余金
〈歳出〉　主なもの
・一般会計繰出金

介護保険特別会計　（補正額　６９，６１１）

△６，６５３
７，８６５
６７，３２３

４３，０００
１６，５７７

〈歳入〉　主なもの
・第１号被保険者保険料
・介護従事者処遇改善臨時特例基金繰入金
・前年度剰余金
〈歳出〉　主なもの
・介護保険給付費支払基金積立金
・国・県支出金等返還金

下水道事業特別会計　（補正額　２６，８４７）

６，０００
５，０００

△３０，０００
４４，８４７

１２，０００

〈歳入〉　主なもの
・下水道事業費補助金
・地域活性化・公共投資臨時交付金
・一般会計繰入金
・前年度剰余金
〈歳出〉　主なもの
・下水道整備事業

平成２１年度補正予算
（△は減額）

単位：千円

補正後の予算額補正予算額補正前の予算額会 計 名

９，３９１，４７０５８７，８２２８，８０３，６４８一 般 会 計

３，５７５，９５０１６１，６７９３，４１４，２７１国民健康保険

特

別

会

計

６９３，１１３１０，９４４６８２，１６９後期高齢者医療

３４，６５４２６，４１２８，２４２老人保健医療

２，２８３，１１９６９，６１１２，２１３，５０８介 護 保 険

１，６３２，１６０２６，８４７１，６０５，３１３下水道事業

８，２１８，９９６２９５，４９３７，９２３，５０３小　　　 計

１７，６１０，４６６８８３，３１５１６，７２７，１５１合　　　計

歳入歳出予算の総額
単位：千円
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葉
山
町
附
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
改
定
と
附
属

機
関
以
外
の
委
員
会
設
置
に

関
す
る
条
例
化
を
求
め
る
陳

情
　

要
旨
は
「
葉
山
町
附
属
機

関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」

に
会
議
公
開
の
規
定
を
設
け

る
こ
と
、
条
例
別
表
に
規
定

す
る
附
属
機
関
以
外
に
私
的

総
務
建
設

委
員
会
の
有
無
を
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
て
条
例
に
規
定

す
る
こ
と
。
ま
た
、
私
的
委

員
会
の
設
置
に
当
た
っ
て

は
、
位
置
付
け
、
目
的
、
期

間
等
、要
綱
で
は
な
く
条
例
、

規
則
等
で
規
定
す
る
こ
と
を

求
め
た
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は
、
全
て
の
第
三

者
機
関
や
諮
問
機
関
の
設
置

根
拠
を
条
例
又
は
規
則
で
定

め
る
こ
と
は
、
長
の
裁
量
権

を
拘
束
し
、
行
政
の
迅
速
か

つ
柔
軟
な
対
応
を
妨
げ
る
こ

と
に
も
な
り
、
賛
同
で
き
な

い
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
過
去
に

町
長
が
要
綱
も
な
く
独
断
で

設
置
し
、
職
員
が
関
与
し
な

い
と
い
う
不
適
当
な
検
討
委

員
会
が
あ
っ
た
経
緯
を
踏
ま

え
、
部
長
か
ら
は
「
今
後
は
、

私
的
諮
問
機
関
に
つ
い
て
も

要
綱
等
を
制
定
し
た
う
え
で

設
置
す
る
よ
う
努
め
る
」
旨

の
答
弁
が
あ
り
、
全
会
一
致

に
よ
り
趣
旨
了
承
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

　

神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定

等
に
つ
い
て
の
陳
情

　

要
旨
は
、「
１
千
万
人
を
超

え
る
労
働
者
が
年
収
２
百
万

円
以
下
で
、
派
遣
切
り
、
日

雇
い
派
遣
な
ど
、
労
働
者
の

非
正
規
雇
用
等
の
問
題
も
重

大
で
あ
る
。
最
低
賃
金
制
度

は
、
賃
金
格
差
是
正
に
必
要

不
可
欠
で
、
地
域
別
最
低
賃

金
の
改
善
、
適
用
労
働
者
の

拡
大
等
が
重
要
課
題
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
最
低
賃
金
の

改
定
を
早
期
に
行
い
、
生
活

保
護
を
下
回
ら
な
い
最
低
賃

金
と
な
る
よ
う
国
に
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は
、
７
月
に
厚
労

省
が
地
域
別
最
低
賃
金
の
改

定
額
目
安
を
答
申
し
、
８
月

か
ら
神
奈
川
県
で
も
審
議
が

始
ま
る
た
め
、
９
月
定
例
会

で
は
意
味
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
。
陳
情
趣
旨
は
生
活
保

護
を
下
回
ら
な
い
最
低
賃
金

と
、
そ
の
周
知
徹
底
と
理
解

し
、
全
会
一
致
で
趣
旨
了
承

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

委
員
長　

伊
藤
友
子

�
　

所
管
調
査
と
し
て
、
南
郷

中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

教
育
民
生

見
学
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
取
り
込
ん
だ
画
像
を

下
絵
に
刺
繍
を
す
る
と
い

う
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
と
家
庭

科
実
習
を
兼
ね
た
学
習
を
見

学
し
た
。

　

男
女
と
も
自
分
の
好
み
の

画
像
を
取
り
込
ん
で
い
た

が
、
難
し
い
画
像
も
あ
り
、

刺
繍
と
な
る
と
大
変
か
な
と

も
感
じ
た
。

　

６
月
議
会
か
ら
の
継
続
と

な
っ
て
い
た
陳
情
「
物
価
上

昇
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ

を
」
と
、
新
た
に
「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
」の
２
件
を
審
査
し
た
。

　

資
料
要
求
な
ど
も
あ
り
、

再
度
２
件
と
も
継
続
審
査
と

し
た
。

　

今
定
例
会
最
終
日
に
「
国

民
健
康
保
険
料
の
見
直
し
を

求
め
る
請
願
」
と
「
ワ
ク
チ

ン
の
早
期
接
種
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
」

が
付
託
さ
れ
た
。
休
会
中
の

審
査
と
な
る
。

　
　
　

委
員
長　

阿
部
勝
雄

�
　

７
月　

日　

議
会
基
本
条

２２

例
が　

月
１
日
に
施
行
さ
れ

１０

る
た
め
、
町
民
と
の
意
見
交

換
会
実
施
要
綱
の
制
定
の
必

要
が
あ
り
、
議
論
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
基
本
条
例
に

よ
っ
て
委
員
会
傍
聴
が
原
則

自
由
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

委
員
会
傍
聴
規
程
が
必
要
な

た
め
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月　

日　

意
見
交
換
会

２６

実
施
要
綱
と
委
員
会
傍
聴
規

程
の
議
論
を
行
い
、
こ
れ
を

決
定
。
い
ず
れ
も　

月
１
日

１０

施
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
４
日　

第
３
回
定
例

会
の
日
程
を　

日
間
と
決
定

４０

し
ま
し
た
。

　
　
　

委
員
長　

近
藤
昇
一

�
　
「
葉
山
町
ご
み
処
理
の
現

状
及
び　

年
度
以
降
の
ご
み

２０

処
理
事
業
計
画
に
つ
い
て
早

急
に
町
民
に
説
明
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書
」

　

平
成　

年　

月
か
ら
継
続

２０

１２

審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

議
会
運
営

ご
み
問
題
特
別

が
、　

年　

月
の
審
査
に
お

２１

１０

い
て
、
現
時
点
、
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
の
具
体
策
は
確
立

し
て
い
な
い
が
、
ご
み
処
理

施
策
は
多
く
の
町
民
に
納
得

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

早
急
に
事
業
計
画
を
立
て
、

明
確
な
説
明
を
求
め
る
願
意

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
全

会
一
致
で
趣
旨
了
承
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
「
ご
み
処
理
広
域
化
を
葉

山
町
と
し
て
直
ち
に
実
施
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」

　

平
成　

年
６
月
か
ら
継
続

２１

審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
９
月
４
日
に
、
葉
山
町

の
訴
訟
代
理
人
の
岩
橋
宣
隆

弁
護
士
を
参
考
人
招
致
し
、

主
に
和
解
に
関
す
る
見
解
を

伺
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
他
の
３
陳
情

と
と
も
に
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

委
員
長　

金
崎
ひ
さ
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�
　

６
月　

日　

正
副
委
員
長

２４

の
交
代
を
行
っ
た
。
請
願　
２１

－

１
号
「
葉
山
町
議
会
議
員

の
定
数
削
減
を
求
め
る
請

願
」
を
審
査
し
、
継
続
審
査

と
し
た
。

　
　

月
２
日　

同
請
願
を
審

１０
査
し
た
。
さ
ら
に
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

定
数
変
更
に
つ
い
て
は
今
年

度
中
に
結
論
を
出
す
事
を
決

定
し
た
。

　
　
　

委
員
長　

佐
野
司
郎

�
　

町
村
議
会
広
報
研
修
会
に

出
席
し
て

　

第　

回
全
国
町
村
議
会
議

７０

長
会
が
８
月　

日
〜　

日
、

２５

２６

東
京
・
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・

サ
ボ
ー
で
開
催
さ
れ
、
当
町

か
ら
議
会
広
報
特
別
委
員
８

人
が
参
加
し
て
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

　
　

日
の
午
後
よ
り
、
武
庫

２５
川
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究

所
長
・
同
文
学
部
教
授
の
佐

議
員
定
数
及
び　
 

報
酬
等
検
討
特
別

広
報
特
別

竹
秀
雄
氏
の
「
わ
か
り
や
す

い
文
章
表
現
・
表
記
に
つ
い

て
」
㈱
宣
伝
会
議
取
締
役
編

集
室
長
の
田
中
里
沙
氏
の

「
情
報
時
代
に
求
め
ら
れ
る

広
報
」
並
び
に
㈱
ニ
ュ
ー
ズ
・

ツ
ー
・
ユ
ー
代
表
取
締
役
社

長
神
原
弥
奈
子
氏
の
「
ネ
ッ

ト
Ｐ
Ｒ
発
想
で
広
が
る
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
講
演
で
、

そ
れ
ぞ
れ
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
映
像
を
使
っ
て
の
分
か
り

や
す
い
も
の
で
し
た
。

　
　

日
は
三
つ
の
分
科
会
に

２６
分
れ
て
、
各
先
輩
講
師
か
ら

議
会
だ
よ
り
の
発
行
意
義

や
、
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

　

去
る　

月　

日
、
午
後
よ

１１

１３

り
寒
川
町
の
町
民
セ
ン
タ
ー

で
、
神
奈
川
県
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

寒
川
町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
の
後
、「
ど
う
な
る
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
・
ど
う
な
る
日
本

の
格
差
拡
大
」
の
テ
ー
マ
で

同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
科
教
授
の 
浜  
矩  
子 
氏

は
ま 
の
り 
こ

の
講
演
が
あ
っ
た
。　
（
略
歴

東
京
都
出
身
で
、
昭
和　

年
５０

一
橋
大
学
卒
業
、
三
菱
総
合

研
究
所
入
社
。
平
成
２
年
４

月
よ
り　

年
９
月
ま
で
初
代

１０

ロ
ン
ド
ン
駐
在
員
事
務
所

長
。
帰
国
後
、
経
済
調
査
部

長
、
政
策
経
済
研
究
セ
ン
タ

ー
主
席
研
究
員
を
経
て
現

職
。
専
門
領
域
は
国
際
経
済

学
）

　

講
演
内
容
は
、
経
済
学
を

学
ぶ
学
生
が
い
つ
も
聞
い
て

い
る
基
本
の
こ
と
か
ら
、「
成

長
・
競
争
・
分
配
」、「
人
・

物
・
金
」、「
地
球
・
国
家
・

地
域
」
の
正
三
角
形
を
例
に

し
て
話
が
始
ま
っ
た
。
そ
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
地
球
市

民
的
な
合
言
葉
で
、「
自
分
さ

え
良
け
れ
ば
」
か
ら
「
あ
な

た
さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う

道
徳
が
こ
れ
か
ら
は
大
変
に

重
要
に
な
る
。「
情
け
は
人
の

た
め
な
ら
ず
」
を
考
え
な
が

ら
、「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め

に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
」
を
念
頭
に
置
い
て
、
経

済
活
動
の
本
質
は
人
間
同
士

の
営
み
で
あ
る
と
力
説
を
し

て
い
た
。
権
限
委
譲
・
権
限

移
譲
ど
ち
ら
で
も
そ
の
痛
み

分
け
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る

よ
う
に
皆
様
に
も
お
願
い
し

た
い
と
話
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
「
ミ
ネ
ル

バ
（
ロ
ー
マ
神
話
の
知
性
と

技
芸
の
女
神
）
の
フ
ク
ロ
ウ

（
使
い
・
化
身
）
は
た
そ
が

れ
時
に
飛
び
立
つ
」
を
引
用

し
て
、
時
代
が
新
し
く
転
換

し
て
い
く
状
況
の
中
、
人
間

の
英
知
が
花
開
き
、
そ
こ
か

ら
ま
た
新
し
い
時
代
が
切
り

ひ
ら
か
れ
る
。
そ
れ
は
自
然

の
摂
理
に
も
似
て
い
て
、
知

性
は
後
に
な
っ
て
輝
き
を
増

す
。
議
員
の
皆
様
方
は
新
し

　

去
る　

月　

日
、
全
国
町

１１

１１

村
議
会
議
長
会
創
立　

周
年

６０

記
念
式
典
の
席
上
、
葉
山
町

議
会
議
員
の
中
村
常
光
、
近

藤
昇
一
両
議
員
が
在
職　

年
３０

以
上
の
議
員
と
し
て
特
別
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

�

�
中村常光議員中村常光議員近藤昇一議員近藤昇一議員

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
だ
よ
り
編

集
等
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
役

立
た
せ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

い
時
代
に
向
か
っ
て
邁
進
し

て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

最
後
に
質
疑
応
答
も
盛
り

上
が
り
、
時
間
も
限
ら
れ
た

中
で
は
あ
っ
た
が
、
テ
レ
ビ

で
も
な
じ
み
の
人
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
。
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◎
葉
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
年　

月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の
間
の
出
産
に
か
か
る
出
産
育
児
一
時
金
の
額
が

１０

２３

引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

◎
葉
山
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

適
用
除
外
と
な
っ
て
い
た
船
員
保
険
法
の
被
保
険
者
で
あ
る
非
常
勤
職
員
も
公
務
上
の

災
害
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

◎
葉
山
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
２
条
消
防
法
の
引
用
規
定
に
つ
い
て
改
定

す
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

◎
葉
山
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

委
員
会
傍
聴
規
定
を
制
定
す
る
関
係
規
定
の

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

葉
山
町
消
防
団
第
５
分
団
用
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

みなさんからの請願・陳情・要望のゆくえ
◎葉山町ゼロ・ウェイスト計画を町民に広く知らせることを求める陳情  ………………………………………………………採　　択

◎「葉山町附属機関の設置に関する条例」改定と附属機関以外の委員会設置に関する条例化を求める陳情 …………………趣旨了承

◎神奈川県最低賃金改定等についての陳情 ……………………………………………………………………………………………趣旨了承

◎葉山町ごみ処理の現状及び２０年度以降のごみ処理事業計画について早急に町民に説明することを求める陳情書 …………趣旨了承

◎ゼロ・ウェイスト宣言を行わないことに関する陳情書  …………………………………………………………………………審議未了

◎陳情書（ゴミ問題・ゼロ・ウェイスト計画採用の危険性のこと）  ………………………………………………………………審議未了

◎２１年１月に予定されているゼロ・ウェイスト宣言を行なわず

　具体的なゴミ減量策を町民にしっかり説明することを求める陳情書 ……………………………………………………………審議未了

◎ゴミ処理に関する陳情 …………………………………………………………………………………………………………………取 下 げ

◎真名瀬漁港再整備事業に関する要望書 ………………………………………………………………………………………………机上配布

◎真名瀬漁港放置ボートに関する要望書 ………………………………………………………………………………………………机上配布

◆◆◆なお継続して審査します◆◆◆
◎葉山町議会議員の定数削減を求める請願　

◎ごみ処理広域化を葉山町として直ちに実施することを求める請願書

◎国民健康保険料の見直しを求める請願

◎ごみの発生抑制、減量化、資源化を進める施策として「葉山町ゼロ・ウェイスト計画」の実施とその実施宣言を求める陳情

◎２市１町ごみ処理広域化と自区内処理の事業計画との比較を早急に町民に説明することを求める陳情書

◎物価上昇に見合う年金引上げの陳情

◎「保険で良い歯科医療の実現を求める意見書」を国に提出することを求める陳情書

◎ごみ処理経費削減のための実効性ある具体策を早急に調査検討することを求める陳情書 

◎細菌性髄膜炎を予防するワクチンの早期定期予防接種化を求める国への意見書提出を求める陳情書

◎「芝崎町内会共同浄化槽跡地を整備し公園に」に関する陳情書

◎中間支援組織「ＮＰＯ法人葉山まちづくり協会」への業務委託の継続と拡充を願う陳情 

こ
ん
な
こ
と
が
�

決
ま
り
ま
し
た
�

こ
ん
な
こ
と
が
�

決
ま
り
ま
し
た
�

消防自動車消防自動車
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結　
　

果

鈴
木　

道
子

中
村　

常
光

加
藤　
　

清

笠
原　

俊
一

金
崎　

ひ
さ

待
寺　

真
司

伊
藤　

友
子

森　
　

勝
美

守
屋　

亘
弘

佐
野　

司
郎

鈴
木　

知
一

伊
東　

圭
介

山
梨　

崇
仁

土
佐　

洋
子

阿
部　

勝
雄

近
藤　

昇
一

畑
中
由
喜
子

議員名（議席順）

議案・請願・陳情

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○平成２１年度葉山町一般会計補正予算（第３号）議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○平成２１年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○平成２１年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○平成２１年度葉山町老人保健医療特別会計補正予算（第１号）議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○平成２１年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第１号）議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○平成２１年度葉山町下水道事業特別会計補正予算（第１号）議案

可決－○○○○
○
討
論

○
討
論

○
○
討
論

○○○○
○
討
論

○
○
討
論

○
決算の認定について
（平成２０年度葉山町一般会計歳入歳出決算）

議案

可決－○○○○
○
討
論

○
討
論

○
×
討
論

○○○○
○
討
論

×
×
討
論

×
決算の認定について
（平成２０年度葉山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算）

議案

可決－○○○○
○
討
論

○
討
論

○
×
討
論

○○○○
○
討
論

×
×
討
論

×
決算の認定について
（平成２０年度葉山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算）

議案

可決－○○○○
○
討
論

○
討
論

○
×
討
論

○○○○
○
討
論

×
×
討
論

×
決算の認定について
（平成２０年度葉山町老人保健医療特別会計歳入歳出決算）

議案

可決－○○○○
○
討
論

○
討
論

○
○
討
論

○○○○
○
討
論

○
○
討
論

○
決算の認定について
（平成２０年度葉山町介護保険特別会計歳入歳出決算）

議案

可決－○○○○
○
討
論

○
討
論

○
×
討
論

○○○○
○
討
論

×
×
討
論

×
決算の認定について
（平成２０年度葉山町下水道事業特別会計歳入歳出決算）

議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○葉山町国民健康保険条例の一部を改正する条例議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○
葉山町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例の一部を改正する条例

議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○葉山町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○葉山町議会委員会条例の一部を改正する条例議案

可決－○○○○○○○○○○○○○○○○
財産の取得について（消防団第５分団用消防ポンプ
自動車）

議案

趣旨了承－○○○○○○○○○○○○○○○○
「葉山町附属機関の設置に関する条例」改定と附属
機関以外の委員会設置に関する条例化を求める陳情

陳情

趣旨了承－○○○○○○○○○○○○○○○○神奈川県最低賃金改定等についての陳情陳情

採　択－○○○○○○○○○○○○○○○○
葉山町ゼロ・ウェイスト計画を町民に広く知らせる
ことを求める陳情

陳情

趣旨了承－○○○○○○○○○○○○○○○○
葉山町ごみ処理の現状及び２０年度以降のごみ処理事業計
画について早急に町民に説明することを求める陳情書

陳情

○は賛成　×は反対　　　議長に表決権はありません。

表 決 結 果
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問　

国
の
指
針
の
６
％
に
対

し
、
町
は
地
域
手
当
を　

％
１０

支
給
し
て
い
る
。
平
成　

年
１８

度
か
ら
３
カ
年
で
地
域
手
当

超
過
支
給
総
額
は
約
１
億
５

千
万
円
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ　

万
５００

円
、　

万
円
、
１
千
万
円
合

９００

計
２
千
４
百
万
円
も
特
別
交

付
税
を
減
額
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
不
都
合
が
全
く
行
政

サ
イ
ド
か
ら
明
ら
か
に
な
ら

な
い
。
逗
子
市
の
当
該
指
針

は　

％
だ
が
、
逗
子
市
長
は

１５
自
ら　

％
支
給
で
我
慢
し
て

１０

い
る
。
町
長
は
国
の
指
針
に

従
わ
ず
に
お
手
盛
り
で　

％
１０

に
し
て
い
る
。

　
　

年
度
の
県
内
市
町
村
経

２０
常
収
支
比
率
を
み
る
と
、
ワ

ー
ス
ト
１
は
南
足
柄
市　

・
９９

９
％
、
当
町
は
ワ
ー
ス
ト
２

で　

・
８
％
。
極
め
て
深
刻

９９
な
財
政
状
況
で
、
職
員
等
の

給
与
等
の
見
直
し
は
人
事
院

勧
告
に
準
じ
な
が
ら
、
他
方

な
ぜ
国
の
指
針
通
り
に
地
域

手
当
支
給
率
を
是
正
し
な
い

の
か
。

町
長　

地
域
手
当
は
民
間
賃

金
の
地
域
間
格
差
を
適
切
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
都
市
部
等

民
間
賃
金
の
高
い
地
域
に
勤

務
す
る
職
員
に
対
し
支
給
す

る
も
の
で
、
本
町
は
県
内
で

の
町
村
同
士
が
隣
接
し
て
い

る
地
域
と
は
異
な
り
、
中
核

市
の
横
須
賀
市
や
逗
子
市
、

鎌
倉
市
に
囲
ま
れ
た
地
理
的

条
件
に
あ
り
、
そ
の
中
で
の

民
間
賃
金
水
準
に
大
き
な
差

は
な
い
。
地
域
手
当
の
根
本

的
な
趣
旨
か
ら
、
民
間
賃
金

水
準
の
地
域
間
格
差
を
市
町

村
ご
と
に
定
め
て
い
る
国
家

公
務
員
の
支
給
率
区
分
に
準

拠
し
て
支
給
す
る
こ
と
の
適

否
も
含
め
て
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

問　

７
月
に
神
奈
川
県
地
震

被
害
想
定
調
査
報
告
書
が
出

た
が
そ
の
概
要
は
。

町
長　

三
浦
半
島
断
層
郡
の

地
震
、
東
京
湾
北
部
地
震
が

追
加
さ
れ
た
。
県
地
域
防
災

計
画
修
正
後
に
葉
山
町
の
修

正
を
す
る
。

問　

新
た
な
被
害
想
定
で
は

三
浦
市
よ
り
当
町
が
被
害
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
。

消
防
長　

南
関
東
地
震
の
災

害
と
同
じ
想
定
に
な
っ
て
お

り
震
源
地
は
特
定
さ
れ
な
い
。

問　

女
性
防
火
防
災
ク
ラ
ブ

は
頼
り
に
さ
れ
神
奈
川
女
性

会
議
で
も
注
目
し
て
い
る
が
。

町
長　

災
害
発
生
時
の
初
動

体
制
確
立
の
た
め
町
内
会
、

自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
中
。

問　

環
境
保
全
政
策
は
観
光

政
策
に
つ
な
が
る
。
町
所
有

の
竹
林
の
整
備
状
況
は
。

生
活
環
境
部
長　

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
５
団
体
と
年
２
回
対
応
。

問　

一
般
住
民
に
も
呼
び
か

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
手
入

れ
を
し
、
そ
の
人
達
で
筍
を

と
る
の
は
ど
う
か
。

町
長　

一
つ
の
観
光
と
結
び

つ
け
た
提
案
と
し
検
討
す
る
。

問　

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
は
緑
地
の

葛
等
の
除
去
が
大
事
で
は
。

生
活
環
境
部
長　

３
年
続
け

る
と
根
本
的
対
策
に
な
る
も

の
で　

年
か
ら
続
け
て
い
る
。

１９

問　

河
川
も
観
光
の
一
つ
。

木
古
庭
の
下
山
川
の
浄
化
は
。

生
活
環
境
部
長　

下
山
川
本

流
は
下
水
道
等
の
関
連
で
す

ぐ
対
応
は
む
ず
か
し
い
。

問　

子
ど
も
も
社
会
の
一
員

と
し
て
限
り
或
る
資
源
を
大

切
に
す
る
教
育
が
必
要
で
は
。

教
育
長　

環
境
教
育
は
大
事

で
あ
り
地
球
環
境
に
関
す
る

学
習
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
�

�
�
�
�
�
�

質問者の提出原稿を基に編集しています�町有地の竹林町有地の竹林

守屋亘弘

地
域
手
当
の
引
下
げ
は

町
長　

今
後
の
検
討
課
題

森　勝美

学
校
で
の
環
境
教
育
、ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
学
習
は

教
育
長　

学
校
、家
庭
、地
域
が
一
体
と
な
っ
て
の
必
要
が
あ
る
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問　

長
柄
地
域
の
バ
ス
停
新

設
と
、
バ
ス
路
線
の
変
更
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
な
さ
れ
た
の
か
。

町
長　

改
め
て
京
浜
急
行
バ

ス
と
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、

川
久
保
地
区
の
バ
ス
増
便
で

は
、
営
業
面
か
ら
難
し
い
。

ま
た
湘
南
佐
島
な
ぎ
さ
の
丘

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
路
線
バ
ス

と
は
運
営
が
違
う
の
で
、
運

営
主
体
の
開
発
会
社
と
話
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
会
社
と
話
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
引
き
続
き
京
浜
急
行

と
話
し
合
い
、
バ
ス
路
線
の

変
更
な
ど
努
力
す
る
。ま
た
、

大
山
地
区
住
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
年
内
に
行
う
。

問　

小
規
模
工
事
希
望
者
登

録
制
度
は
、
競
争
入
札
資
格

の
な
い
未
登
録
業
者
に
、
自

治
体
が
発
注
す
る
小
規
模
な

建
設
工
事
や
修
繕
の
受
注
機

会
を
確
保
、
拡
大
す
る
こ
と

で
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る

も
の
で
、そ
の
検
討
結
果
は
。

町
長　

今
年
度
結
論
を
出
す
。

問　

民
間
住
宅
耐
震
補
強
工

事
費
補
助
の
増
額
の
考
え
は
。

都
市
経
済
部
長　

来
年
度
か

ら
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
は

行
わ
な
い
。

問　

町
長
の
考
え
か
。

町
長　

診
断
の
結
果
を
踏
ま

え
、
検
討
し
た
い
。

問　

千
葉
県
野
田
市
で
、
全

国
初
め
て
公
契
約
条
例
が
成

立
し
た
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

野
田
市
の
ケ
ー
ス
を

研
究
し
た
い
。

問　

財
政
計
画
が
総
合
計
画

と
リ
ン
ク
さ
せ
る
考
え
は
。

町
長　

在
任
期
間
中
に
作
成

し
て
い
く
。

問　

議
会
答
弁
を
実
施
計
画

に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

町
長　

次
期
で
改
定
す
る
。

問　

国
保
料
が
近
隣
よ
り
一

人
当
り
年
１
万
円
以
上
も
高

い
。繰
入
金
が
違
う
た
め
だ
。

保
健
福
祉
部
長　

国
保
は
独

立
採
算
で
、
保
険
者
負
担
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

問　

他
は
、
住
民
負
担
軽
減

の
た
め
一
般
会
計
繰
入
、
基

金
引
出
し
等
を
し
て
い
る
。

町
長　

現
実
に
格
差
は
あ
る
。

繰
入
れ
は
税
金
の
投
入
で
も

あ
る
が
、
近
隣
比
較
な
ど
、

精
査
し
、
ど
こ
ま
で
負
担
可

能
か
予
算
査
定
で
考
え
る
。

問　

未
収
納
分
ま
で
保
険
者

の
負
担
だ
。
収
納
率
は
町
の

責
任
。
町
の
福
祉
施
策
と
し

て
考
え
る
べ
き
だ
。

保
健
福
祉
部
長　

国
保
の
構

造
的
問
題
で
あ
り
、
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

問　

く
れ
竹
の
郷
推
進
事
業

を
、
ど
う
引
き
継
ぐ
の
か
。

町
長　

協
会
は
中
間
支
援
組

織
と
し
て
、
協
働
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
た
活
動
を
評
価

し
、
町
が
直
接
行
う
方
法
等

の
検
討
が
必
要
だ
。

問　

協
会
の
何
を
引
き
継
ご

う
と
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

経
験
、
実
績
、

デ
ー
タ
等
を
ど
う
し
た
ら
い

い
か
、
把
握
し
て
い
る
。

問　

更
に
多
く
の
町
民
が
集

ま
れ
る
場
所
は
。

総
務
部
長　

町
長
か
ら
指
示

は
受
け
て
い
る
が
、
適
切
な

場
所
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

委
託
し
な
い
な
ら
、
協

会
の
場
所
は
空
く
の
か
。

総
務
部
長　

委
託
が
全
く
な

い
と
は
考
え
て
い
な
い
。
場

所
は
ま
と
め
に
入
っ
て
い
る
。

問　

協
会
に
は
推
進
事
業
で

な
く
、
場
所
の
管
理
運
営
委

託
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
部
長　

非
常
勤
職
員
の

管
理
か
、
協
会
の
力
を
借
り

る
こ
と
な
ど
も
あ
る
。

そ
の
他　

下
水
道
事
業
住
民

説
明
会
に
つ
い
て
。

国
保
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

国
保
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

下り線・川久保バス停下り線・川久保バス停

近藤昇一

長
柄
地
域
の
バ
ス
問
題
の
見
通
し
は

町
長　

引
き
続
き
京
急
と
話
し
合
う

阿部勝雄

国
保
料
、他
市
よ
り
一
万
円（
人
・
年
）以
上
も
高
い

町
長　

格
差
は
あ
る
。
繰
入
可
能
か
予
算
査
定
で
考
え
る
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問　

住
居
表
示
制
度
の
導
入

の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。
海

が
あ
り
、
里
山
が
あ
り
、
自

然
豊
か
な
観
光
地
と
し
て
東

京
、
横
浜
な
ど
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
、
郵
便
物
や
宅

配
便
の
普
及
な
ど
、
住
居
表

示
制
度
の
検
討
を
早
急
に
推

し
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

町
長　

平
成
４
年
に
住
居
表

示
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
地
域
住
民
に
も
土

地
、
建
物
、
登
記
簿
、
自
動

車
等
の
車
検
証
、
健
康
保
険

証
、
受
給
者
証
等
の
変
更
手

続
等
の
変
更
を
実
施
し
て
、

非
常
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

現
時
点
で
の
住
居
表
示
制
度

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

地
球
温
暖
化
対
策
の
グ

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基

金
で
、
庁
舎
及
び
庁
舎
周
辺

の
電
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
電

気
代
を
節
約
し
、
地
域
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す

る
。
補
正
予
算
に
お
い
て
全

会
一
致
の
可
決
承
認
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
一
部
変
更
な
ど

可
能
で
あ
れ
ば
お
願
い
し
た

い
。
本
会
議
場
は
年
間
何
日

も
使
用
し
て
い
な
い
現
状
で

そ
の
費
用
対
効
果
は
大
変
疑

問
だ
。
そ
こ
で
消
防
署
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
よ
く
使

う
場
所
の
電
球
を
先
に
か
え

る
こ
と
が
一
番
省
エ
ネ
に
貢

献
す
る
の
で
は
。

町
長　

庁
舎
内
の
照
明
に
お

い
て
は
、
使
用
頻
度
が
低
い

場
合
で
も
、
照
明
の
数
が
多

い
場
合
や
使
用
し
て
い
る
照

明
の
電
気
使
用
料
が
多
い
場

合
も
対
象
に
含
む
こ
と
に
よ

り
、
適
正
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他　

葉
山
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
。
定
額
給
付
金
等
の

申
請
状
況
。
景
気
対
策
、
積

極
策
に
つ
い
て
。

問　

図
書
館
運
営
は
公
約
の

無
休
化
と
逆
行
し
た
現
実
で

あ
る
。
公
民
館
も
図
書
館
の

付
属
施
設
で
裏
側
入
口
の
利

用
も
で
き
な
い
。
夜
間
、
祝

日
開
館
を
含
め
研
究
検
討
す

る
べ
き
だ
。

教
育
長　

現
在
の
財
政
状
況

で
は
安
全
安
心
の
確
保
か

ら
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
ハ

ー
ド
面
を
優
先
、
無
休
化
の

実
現
に
至
っ
て
な
い
。
開
館

時
間
の
カ
ッ
ト
や
休
館
日
の

設
定
は
、
平
成　

年
度
か
ら

１９

自
宅
パ
ソ
コ
ン
や
翌
年
度
の

携
帯
電
話
サ
イ
ト
か
ら
町
図

書
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能

に
な
り
、
蔵
書
検
索
や
利
用

状
況
の
確
認
、
リ
ク
エ
ス
ト

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、　

時
間
利

２４

用
対
応
か
ら
６
時
以
降
の
利

用
が
激
減
し
た
。
ま
た
、
諸

経
費
節
減
の
た
め
、
本
年
５

月
に
教
育
委
員
会
定
例
会
の

議
決
を
得
て
、
規
則
改
正
し

た
。
ま
た
、
町
長
が
ど
う
い

う
深
い
意
図
で
公
約
を
出
し

た
の
か
は
、
私
が
う
か
が
い

知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

町
長　

住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

向
上
と
い
う
視
点
か
ら
、
公

共
施
設
の
で
き
る
だ
け
の
開

放
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
載
せ

た
。
本
年
５
月
か
ら
閉
館
時

間
を
早
め
る
申
し
入
れ
が
教

育
長
か
ら
あ
っ
た
。
一
番
頭

を
痛
め
て
い
る
財
政
上
の
理

由
、
人
件
費
、
水
道
光
熱
費

等
の
経
費
削
減
の
た
め
や
む

を
得
ず
申
し
入
れ
を
了
解
し

た
。

教
育
長　

法
律
に
予
算
の
範

囲
内
で
と
規
定
さ
れ
る
施
設

運
営
で
あ
り
、
諸
状
況
や
財

政
状
況
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い

や
っ
て
い
く
。
ま
た
、
社
会

教
育
委
員
と
も
両
施
設
が
使

い
や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う

協
議
努
力
す
る
。

図書館裏側入口図書館裏側入口

鈴木知一

住
居
表
示
制
度
の
導
入
の
検
討
を

町
長　

現
時
点
で
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い

笠原俊一

図
書
館
の
開
館
時
間
の
短
縮
は
公
約
と
逆
行
し
て
い
る

町
長　

財
政
的
な
見
地
か
ら
決
め
た

住居表示住居表示
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問　

中
期
財
政
計
画
の
改
定

時
期
と
、
平
成　

年
度
当
初

２２

予
算
の
編
成
方
針
は
。

町
長　

現
在
取
組
ん
で
い
る

第
４
次
行
政
改
革
大
綱
と
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
作

業
と
連
動
し
見
直
す
の
で
、

１
月
頃
を
考
え
て
い
る
。
平

成　

年
度
よ
り
採
用
し
た
枠

１８

配
分
方
式
で
は
な
く
、
各
課

の
予
算
概
算
要
求
に
基
づ

き
、
事
業
査
定
を
実
施
す
る

中
で
編
成
作
業
を
進
め
る
。

編
成
方
針
は
例
年
通
り　

月
１０

末
に
作
成
し
て
い
く
。

問　

中
期
財
政
見
通
し
を
立

て
る
上
で
、
歳
出
に
関
し
て

は
目
的
別
の
数
字
が
必
要
だ
。

町
長　

目
的
別
の
も
の
は
非

常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　

事
業
仕
分
け
に
よ
り
１

割
の
歳
出
削
減
に
結
び
つ
い

た
自
治
体
も
あ
る
。
様
々
な

取
組
み
を
行
う
中
で
、
中
期

財
政
見
通
し
を
立
て
そ
れ
を

次
年
度
予
算
編
成
方
針
に
活

か
し
、
さ
ら
に
は
実
施
計
画

に
そ
の
数
値
を
盛
り
込
ん
で

セ
ッ
ト
で
示
し
て
欲
し
い
。

町
長　

そ
の
方
向
で
進
め
る
。

問　

選
挙
公
約
で
町
長
専
用

車
廃
止
と
掲
げ
た
が
、
初
登

庁
の
際
、
そ
の
公
約
に
早
速

違
反
を
し
、
指
摘
を
受
け
、

そ
の
後
自
身
の
自
家
用
車
を

運
転
し
て
い
た
が
現
在
は
。

町
長　

町
長
と
い
う
職
責

上
、
い
か
な
る
場
合
に
も
対

応
で
き
、
ま
た
身
の
安
全
も

考
え
て
、
今
は
総
務
課
の
職

員
が
交
代
で
運
転
し
て
い
る
。

問　

町
長
の
送
り
迎
え
を
幇

助
す
る
た
め
に
、
職
員
の
給

料
は
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。即
刻
止
め
る
べ
き
だ
。

ま
た
危
険
と
感
じ
て
い
る
の

に
、
女
性
を
含
む
総
務
課
職

員
に
運
転
さ
せ
て
良
い
の
か
。

町
長　

そ
ん
な
に
声
を
荒
げ

て
言
う
ほ
ど
の
事
で
は
な
い
。

問　

率
先
垂
範
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
町
が
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
と
い
う
政
策
を
掲

げ
、
町
民
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
が
、
ま
ず
は
保
育

園
や
学
校
の
給
食
生
ご
み
の

よ
う
な
、
行
政
か
ら
出
る
ご

み
を
な
く
す
こ
と
が
優
先
課

題
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
ク

リ
ア
し
て
か
ら
町
民
に
理
解

を
求
め
る
、
そ
う
い
っ
た
形

で
政
策
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

町
長　

大
変
重
要
な
視
点

だ
。
教
育
長
以
下
、
直
接
校

長
に
も
会
っ
て
お
願
い
を
す

る
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
だ
。

教
育
長　

意
外
に
難
し
い
質

問
だ
が
、
努
力
す
る
。

問　

協
働
に
つ
い
て
、
他
市

に
は
市
民
協
働
部
な
ど
の
部

署
が
あ
る
が
、
葉
山
町
は
ま

ち
づ
く
り
協
会
が
そ
の
位
置

付
け
に
あ
る
。
直
営
で
行
う

に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
す
ぎ

る
町
民
サ
ロ
ン
な
ど
も
、
協

会
な
ど
民
間
活
力
を
引
き
続

き
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
い

ま
さ
ら
協
働
の
直
営
化
は
極

め
て
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
。

町
長　

私
は
協
会
を
否
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
協
会
と
町

長
が
会
っ
て
、
町
の
協
働
を

こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か

と
い
う
観
点
で
直
接
話
し
合

う
べ
き
だ
。

町
長　

自
分
自
身
が
協
会
の

関
係
者
と
直
接
お
会
い
し
て

考
え
を
交
換
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
大
事
だ
。
行
う
。

問　

葉
山
に
は
事
業
や
予
算

書
に
は
な
い
協
働
が
す
で
に

あ
る
。
ま
た
、
町
長
が
意
図

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
ま
ち

づ
く
り
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。
必
ず
次
に
つ
な
げ
る
べ

き
だ
。

町
長　

町
民
の
協
力
や
貢
献

に
、
私
は
だ
れ
よ
り
も
あ
り

が
た
く
感
じ
て
い
る
。

山梨崇仁

ま
ち
づ
く
り
協
会
と
の
協
働
は

町
長　

予
算
査
定
に
入
る
ま
で
に
方
向
づ
け
を
出
す

葉山町に根づく協働葉山町に根づく協働

待寺真司

現
在
ど
の
よ
う
な
方
法
で
登
庁
・
退
庁
し
て
い
る
の
か

町
長　

今
は
総
務
課
職
員
が
交
代
で
運
転
し
送
迎
し
て
い
る

庁用車での送迎は？庁用車での送迎は？
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問　

長
者
ヶ
崎
の
町
有
地
は

県
の
道
路
公
社
へ
の
有
料
貸

付
が
決
ま
っ
た
が
、
旧
役
場

跡
地
の
利
用
計
画
は
。

町
長　

最
終
決
定
で
は
な
い

が
検
討
し
た
い
事
案
が
あ
る
。

問　

町
内　

ヶ
所
の
小
公
園

６４

に
管
理
費
が
掛
か
っ
て
い
る

が
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
有

効
活
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長　

一
色
台
や

木
の
下
で
の
事
例
を
広
げ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

町
長
は
観
光
協
会
会
長

職
を
退
き
、
民
間
人
の
会
長

と
な
っ
た
。
駐
車
場
管
理
収

入
が
半
減
し
た
が
協
会
の
運

営
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長　

会
員
制
に

し
て
会
費
を
募
り
、
最
終
的

に
は
会
員
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

と
い
う
形
に
結
び
つ
け
れ
ば

と
考
え
る
。

問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
に

町
の
施
設
利
用
や
手
続
業
務

の
休
日
実
施
と
あ
る
。
実
現

に
向
け
試
算
を
し
た
こ
と
は
。

町
長　

人
員
の
配
置
計
画
、

そ
れ
に
伴
う
費
用
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
次

年
度
か
ら
実
現
を
図
り
た
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ス

の
導
入
は
前
町
長
時
か
ら
総

合
計
画
に
あ
る
「
既
存
の
バ

ス
路
線
の
経
路
変
更
を
中
心

と
し
た
対
応
」
と
同
じ
か
。

町
長　

バ
ス
路
線
の
変
更
で

な
く
、
交
通
不
便
地
の
解
消

に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
は
合

併
浄
化
槽
で
い
く
と
明
言
し

て
い
る
の
に
、
木
古
庭
と
上

山
口
地
区
で
行
わ
れ
た
懇
談

会
で
は
公
共
下
水
道
か
合
併

浄
化
槽
か
ど
ち
ら
が
い
い
か

と
い
う
趣
旨
で
意
見
を
伺
う

こ
と
に
終
始
し
た
の
は
問
題
。

町
長　

地
域
の
考
え
方
等
い

ろ
い
ろ
意
見
を
聞
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
の
意
味
だ
。

問　

損
害
賠
償
額
以
外
に
更

な
る
支
出
は
。

総
務
部
長　
　

万
円
で
終
わ

４５０

り
で
は
な
い
。

問　

財
政
難
の
折
に
多
大
な

損
失
を
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
首
長
と
し
て
の
責
任
は
。

町
長　

公
約
の
重
み
に
基
づ

い
て
決
断
し
た
こ
と
で
あ
る
。

問　

妻
の
辞
職
な
ど
履
行
し

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
中
、

議
会
意
思
を
無
視
し
て
広
域

離
脱
し
た
以
上
、
町
民
か
ら

預
か
っ
て
い
る
税
金
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に
も
、
２
市

と
の
和
議
へ
の
話
し
合
い
が

町
長
の
責
務
と
思
う
が
。

町
長　

弁
護
士
と
相
談
し
な

が
ら
対
応
す
る
。

問　

ご
み
行
政
の
将
来
像
は
。

町
長　

戸
別
収
集
を
目
指
す
。

問　

ご
み
は
絶
対
に
ゼ
ロ
に

は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の

施
策
が
全
く
み
え
な
い
。
焼

却
炉
に
つ
い
て
の
今
後
は
。

町
長　

状
況
を
見
な
が
ら
、

最
適
な
方
法
を
探
る
。

問　

全
く
の
無
策
で
あ
り
、

そ
れ
で
、
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
が
で
き
る
の
か
。

生
活
環
境
部
長　
　

年
度
中

２２

に
改
定
す
る
。

問　

現
在
の
焼
却
炉
か
ら
の

臭
気
被
害
を
、
気
候
に
よ
り

受
け
て
い
る
地
区
が
あ
る
。

生
活
環
境
部
長　

確
認
す
る
。

問　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に

つ
い
て
町
職
員
へ
の
周
知
を

行
う
と
の
１
年
前
の
約
束
は
。

生
活
環
境
部
長　

ま
だ
、
行

っ
て
い
な
い
。

問　

町
関
連
施
設
か
ら
出
る

ご
み
は
自
家
処
理
す
る
と
６

月
に
答
弁
を
し
た
が
、
何
も

し
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　

今
後
実
行
す
る
。

問　

食
料
自
給
率
の
低
い
日

本
で
給
食
残
渣
の　

％
が
食

４７

べ
残
し
で
あ
る
の
は
問
題
だ
。

教
育
長　

食
育
の
観
点
か
ら

考
え
、
研
究
を
す
る
。

ごみ行政の今後はごみ行政の今後は

畑中由喜子

旧
役
場
跡
地
の
利
用
計
画
は

町
長　

一
、
二
、
検
討
し
た
い
事
案
が
あ
る

金崎ひさ

ご
み
裁
判
費
用
は

総
務
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ　

万
円

450

旧役場跡地の現況旧役場跡地の現況
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７　
　

月

２
日　

広
報
特
別
委
員
会

　

〃　

入
間
郡
町
村
議
会
議
長
会
視
察
来
庁

６
日　

広
報
特
別
委
員
会

　

日　

広
報
特
別
委
員
会

１０
　

〃　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

日　

広
報
特
別
委
員
会

１６
　

日　

ご
み
問
題
特
別
委
員
会

１７
　

日　

石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
議
会
視
察
来
庁

２２
　

〃　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

８　
　

月

４
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

６
日　

生
活
排
水
処
理
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　

日　

鹿
児
島
県
姶
良
郡
蒲
生
町
議
会
視
察
来
庁

２４
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２６
　
　
　

９　
　

月

２
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

〃　

ご
み
問
題
特
別
委
員
会

　

〃　

全
員
協
議
会

　

日　

本
会
議
（
定
例
会
）

１０
　

日　

本
会
議
（
定
例
会
）

１７

　

〃　

広
報
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
定
例
会
）

１８
　

〃　

決
算
特
別
委
員
会

　

〃　

全
員
協
議
会

　

〜　

日　

決
算
特
別
委
員
会

２４

２５

　

〜　

日　

決
算
特
別
委
員
会

２８

３０

　
　
　
　
　
　

月

１０

１
日　

生
活
排
水
処
理
に
関
す
る
特
別
委
員
会

２
日　

議
員
定
数
及
び
報
酬
等
検
討
特
別
委
員

会

　

〃　

ご
み
問
題
特
別
委
員
会

５
日　

決
算
特
別
委
員
会

６
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

７
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　

〃　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１３
　

〃　

ご
み
問
題
特
別
委
員
会

　

〃　

本
会
議
（
定
例
会
）

　

日　

本
会
議
（
定
例
会
）

１４
　

日　

本
会
議
（
定
例
会
）

１５
　

日　

本
会
議
（
定
例
会
）

１６
　

〃　

議
会
運
営
委
員
会

今
回
は
、
第
２
回
定
例
会
終
了
以
降
、
第
３
回
定
例
会
終
了

ま
で
の
活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

議

会

活

動

日

誌

問　
「
生
涯
学
習
」で
の
公
民

館
教
室
の
現
状
と
今
後
は
。

教
育
長　

ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン
ド

ベ
ル
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
そ

ば
打
ち
教
室
他
８
教
室
の
授

業
を
実
施
中
。
今
後
、
町
民

が
学
習
す
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
、
又
応
募
者
が
継

続
し
て
活
動
し
、
新
し
い
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
内
容
を

見
直
し
な
が
ら
進
め
る
。
町

の
あ
ら
ゆ
る
施
設
、公
民
館
、

図
書
館
、
一
色
小
新
館
、
上

山
口
小
等
の
施
設
を
有
効
利

用
し
展
開
す
る
。

問　
「
葉
山
ま
ち
づ
く
り
協

会
」
に
対
し
て
町
は
過
去　
１０

年
間
で
約
１
億
４
千
万
円
を

投
入
し
て
行
政
と
町
民
と
の

協
働
事
業
を
行
っ
て
き
た

が
、
評
価
、
存
続
の
意
義
、

活
動
拠
点
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

現
在
、
団
体
へ
の
総

合
的
支
援
を
行
っ
て
い
る

が
、
協
会
に
中
間
支
援
組
織

が
あ
る
こ
と
で
、
本
来
行
政

が
行
う
業
務
の
一
部
を
協
会

が
受
け
持
っ
た
こ
と
等
は
、

評
価
に
値
す
る
。
存
続
意
義

に
つ
い
て
は
、
委
託
の
中
で

所
有
し
て
い
る
情
報
機
器
の

活
用
、
或
い
は
こ
れ
ま
で
集

積
し
た
団
体
と
の
関
係
や
人

材
育
成
等
で
広
が
り
を
持
っ

て
き
た
。
活
動
拠
点
は
、
現

在
の
場
所
を
含
め
最
善
の
場

所
を
見
出
し
た
い
。

問　

町
有
地
の
管
理
と
有
効

利
用
の
観
点
か
ら
伺
う
が
、

堀
内
会
館
の
土
地
は
普
通
財

産
の
町
有
地
だ
が
、
会
館
は

町
の
も
の
で
は
な
い
。
土
地

の
一
部
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
又
貸
し
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
。

町
長　

平
成　

年
４
月
よ
り

２１

堀
内
会
館
運
営
委
員
会
と
賃

貸
借
契
約
を
し
て
い
る
が
、

有
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
の

は
、
非
常
に
不
都
合
な
真
実

だ
。
顧
問
弁
護
士
と
相
談
し

て
法
的
に
詰
め
て
い
る
。
先

ず
は
話
し
合
い
で
円
満
に
解

決
し
た
い
。

伊藤友子

公
民
館
教
室
を
充
実
さ
せ
て
こ
そ
真
の
生
涯
学
習
で
は

教
育
長　

町
の
施
設
を
有
効
利
用
し
て
展
開
し
た
い

公
民
館
教
室
の
様
子

公
民
館
教
室
の
様
子
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今
回
の
衆
議
院
議
員
の
総

選
挙
。
予
想
通
り
民
主
党
の

大
勝
と
な
り
、
鳩
山
由
紀
夫

代
表
が
第　

代
内
閣
総
理
大

９３

臣
に
選
出
さ
れ
た
。

　

選
挙
に
於
て
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
「
政
権
交
代
」
を
掲
げ

戦
い
を
進
め
た
。
政
権
交
代

が
現
実
な
も
の
と
な
っ
て
１

ヵ
月
が
経
っ
た
。
脱
官
僚
を

旗
印
と
し
、
イ
ン
ド
洋
給
油

活
動
の
継
続
中
止
、
八
ツ
場

ダ
ム
の
建
設
中
止
、
高
速
道

路
の
建
設
見
直
し
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
撤
廃
、
暫

定
税
率
の
撤
廃
等
中
止
・
見

直
し
が
政
治
主
導
で
行
わ
れ

て
き
た
が
、
我
々
国
民
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ

　

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
我

が
葉
山
町
に
国
か
ら
の
交
付

金
等
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
今
後
見
守
る
と
共
に

「
公
約
実
行
」に
期
待
し
た
い
。

　

な
お
自
由
民
主
党
に
対
し

て
は
、
健
全
な
二
大
政
党
を

目
指
す
た
め
「
再
出
発
・
再

起
動
」
で
真
剣
に
取
組
み
、

一
日
も
早
く
党
再
建
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

　

月　

日
記　

中
村　

常
光

１０

１６

議　

長 　
　
　
　
 
鈴
木
道
子

議
会
広
報
特
別
委
員
会

守
屋
亘
弘 　
　
　
 
鈴
木
知
一

阿
部
勝
雄 　
　
　
 
土
佐
洋
子

森　

勝
美 　
　
　
 
待
寺
真
司

加
藤　

清 　
　
　
 
中
村
常
光

平成２１年　第４回定例会は
１１月３０日（月）
からの開会です。

皆様の傍聴をお待ちしています。
http://www.town.hayama.lg.jp/gikai

①
葉
山
処
理
区
一
色
２
号
幹

線
築
造
工
事

　

３
５
３
７
万
円

②
葉
山
小
学
校
公
共
下
水
道

接
続
工
事　

１
４
８
９
万
円

町
長
行
政
報
告

（
１
千
万
円
以
上

５
千
万
円
未
満
の
契
約
）

表
紙
説
明

　

去
る　

月　

日
、
議
員

１１

１３

　

人
で
葉
山
町
と
逗
子
市

１６の
境
に
あ
る
（
仮
）
桜
山

ト
ン
ネ
ル
の
整
備
工
事
状

況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

県
道　

号
の
桜
山
ト
ン

３１１

ネ
ル
は
、
昭
和
４
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

車
道
・
歩
道
の
幅
員
が
非

常
に
狭
く
、
最
近
で
は
特

に
自
動
車
の
交
通
量
と
と

も
に
自
転
車
・
歩
行
者
の

往
来
が
増
え
、
大
型
車
の

交
互
交
通
や
歩
行
者
・
自

転
車
の
通
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
ト
ン

ネ
ル
の
西
側
に
新
た
な
ト

ン
ネ
ル
を
設
置
し
、
上
下

線
を
分
離
し
て
、
十
分
な

幅
員
と
高
さ
を
確
保
す
る

た
め
、
総
額　

億
円
で
新

２６

設
ト
ン
ネ
ル
工
事
及
び
既

設
ト
ン
ネ
ル
の
改
良
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
説
明
で
は
、

現
在
は
約　

ｍ
掘
り
進

１１０

み
、　

時
間
２
交
替
で
１

２４

日
３
〜
４
ｍ
を
掘
り
進
ん

で
お
り
、
完
成
予
定
は
平

成　

年
度
末
と
の
こ
と
で

２３
す
。

た
え
る
の
か
。
ま
た
、
子
育

て
手
当
、
高
速
道
路
の
無
料

化
等
、
予
算
面
で
の
見
通
し

が
立
た
な
く
明
ら
か
で
な

い
。

　

数
字
の
上
で
も
予
算
面
で

７
兆
１
千
億
円
の
目
標
で
当

面
は　

年
度
の
補
正
予
算
の

２１

見
直
し
で
３
兆
円
を
目
標
と

し
た
が
、
現
時
点
で
の
補
正

の
見
直
し
は
２
・
５
兆
円
で

財
源
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

な
お
、
来
年
度
予
算
に
於
て

も
当
初　

兆
円
を
見
込
ん
で

４６

い
た
が
景
気
の
落
ち
込
み
な

ど
で
６
兆
円
の
歳
入
が
見
込

ま
れ
な
い
状
況
で
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
実
行
に
は
財
源
に
無
理

が
あ
り
、
赤
字
国
債
発
行
が

あ
る
の
か
な
い
の
か
不
透
明

で
あ
る
。

平成２１年度上期支出総額は
１９５，２８４円です。内訳は次のと
おりです。（詳しくは議会ホー
ムページをご覧ください。）

金額（円）件 数種 別

１０，０００１慶 弔 費

２５，０００４会 費

３，０００１賞 品 代

７９，９３４１０寸志（祝金）

７７，３５０７そ の 他

１９５，２８４２３合 計

議会交際費支出状況
（平成21年4月～9月）



葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉山山山山山山山山山山山山町町町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本条条条条条条条条条条条条例例例例例例例例例例例例のののののののののののの説説説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明明明会会会会会会会会会会会会葉山町議会基本条例の説明会
主催　葉山町議会

　町議会は、「真の地方分権時代に対応するため、議会

の活性化を図り、町民の負託にこたえられる議会の実現

を図ることを目的」として『議会基本条例』を制定しま
した。

　つきましては、「議会基本条例」の制定経緯、概要等

について説明会を次のとおり開催します。

備　考場　所日　時

役場駐車場又は消防裏駐車場を
ご利用ください。

教育総合センター
研修室・会議室

１月２３日（土）
１０：００～１１：３０

この説明会は、議会基本条例に基づき開催するものです。

◇問い合わせ先◇　議会事務局　０４６（８７６）１１１１　内線４２１

開催のお知らせ

皆様からの質疑もお受けします。
ご自由に参加ください！（申込みは不要）


